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男性 女性 男性 女性 男性 女性
65-69歳 27 29 12 12 1 23
70-74& 21 44 ll 12 7 15
75-79歳 15 34 4 12 4 9
80歳以上 14 22 3 4 5 ll








































65--69歳 70歳以上 65-69歳 70歳以上 1
生i舌活軸強度 1 2 3 4 1 2 3 1 2 3 4 I 2 3
第 1群 4.0 4.7 5.0 5.0 4.0 4.6 4.7 3.6 4.0 4.6 4.7 34 4.0 4 .4 l
第2群 I.8 1.8 1.8 2.2 1.8 I.8 1.8 1.8 1.8 1.S I.8 1.8 1.8 I1.8l
第3群 1.2 I.2 1.2 1.2 I.2 1.2 1.2 I.2 1.2 1.2 1.2 11ー2 1,2 I.2











男性 女性 男性 女性 男性 女性
第 1群 78.1土24.0 84.5土28.9 76.4土3S.5 83.7土26.7 74.6土24.4 89｣2土29.0
第 2群 107.7土68.0 126.0土635 101.7土68.1 125.9土59.0 129.4土76.8 115.3*55.4
第 3群 * 63.2土24.9 67.8土19.8 60.9士25.5 65.9i21.7 77.2士18.9 81.7士19.5
第 4群 67,7土一7.9 80.2土46.8 82.9土70.a 90.5土64.4 94.0土54.5 103.9土58.7
第 5群 107.1土36.8 119.3土265 112.8土35.1 119.2土28.4 100.9土24.0 I107.0土25.0
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食品摂取状況からみた高齢者の食生活
津村有紀,荻布智恵,広田直子,曽根良昭
要旨 :我々は高齢者の食生活の現状を簡易食物摂取状況調査によって把握し､食品群の充足率と食生活状況などさま
ざまな要因との関連について検討することを目指して本研究を行った｡対象者は近畿圏在住の高齢者206人､大阪市の
都市部在住の高齢者70人､長野県の農村部在住の高齢者75人であった｡独居の男性高齢者は果物類の充足率が有意に低
く､また孤食の頻度が高い男性は乳製品､野菜類､果物類の充足率が低い傾向にあることが明らかとなった｡女性高齢
者ではこのような傾向は見られなかった｡このことから､高齢化社会においては特に男性高齢者に対する栄養教育や食
生活支援が重要であると考えられる｡都市部の住吉区と農村部の坂北村での食品群別充足率の比較では､野菜類の充足
率のみに差がみられ､他の食品群では有意な違いはみられなかった｡このことから､高齢者の食品の摂取については農
村部では野菜の自給が可能でその摂取が多いこと以外､都市部も農村部も顕著な違いがないことが推測された｡
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